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ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岩
手
県
医
療
局
労
働
組
合（
県
医
労
）は
、
心

か
ら
み
な
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。
人
生
に
お
け

る
新
た
な
第
一
歩
。
期
待
と
緊
張
の
日
々
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

採
用
さ
れ
た
勤
務
地
で
、「
初
め
て
こ
こ
に

来
ま
し
た
」
と
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
今
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
ス
ト
レ
ス

フ
ル
な
中
に
あ
る
か
気
づ
い
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
①
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
、
②
人
を
覚
え
、

③
場
所
や
物
を
覚
え
、
④
新
し
い
居
住
環
境
で
、

⑤
地
域
で
生
活
し
て
い
ま
す
。「
ま
ず
は
環
境

に
慣
れ
る
こ
と
が
大
事
」
と
、
自
分
自
身
を
励

ま
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
津
波
か
ら
５
年
余
。「
絆
」

の
大
切
さ
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
労
働

組
合
は
、「
絆
」
の
本
家
・
本
元
で
す
。
仕
事
の

内
容
は
先
輩
に
聞
け
ま
す
が
、
聞
き
に
く
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、「
困
っ

た
時
の
労
働
組
合
」
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
医
労
は
、
元
気
で
働
き
や
す
い
職
場
・
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
に
し
て
い
く
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
職
場
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
県
医

労
の
仲
間
と
し
て
組
合
に
加
入
し
、
一
緒
に
力

を
あ
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

新採用者のみなさんへ
中央執行委員長　中野るみ子　 ようこそ

県医労へ

女性部長　○○○○○

　　「グチ」も磨けば要求に！
　私の好きな言葉です。女性部は、集まって・

しゃべって・食べて、楽しく活動しています。

さらに、母親大会・はたらく女性の集

会・国際女性デー、レッドアクショ

ン等、多くの活動に参加しています。

医療職場だけでなく、他職種の女

性と交流し、学び、「明日もがんば

ろう」と思えることを目標に頑張っ

ています。一緒に楽しく活動しま

しょう。

　皆さん、初めまして！青年部長の○○と申します。よろしくお願い

します！青年部では色々な行事を通じて、同じ県立病院や他の組合

の仲間が出来ます！是非皆で楽しい思い出を沢山作りましょう♪

女性部

青年部
青年部長　○○○○
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研修期間でも働いた分は
しっかり超勤請求しよう！
研修期間でも働いた分は
しっかり超勤請求しよう！

終
わ
ら
な
い
時
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
。
そ
の
ま
ま
帰

宅
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

実
際
に
は
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
基
本
は
定
時
で

帰
る
こ
と
。
仮
に
時
間
外
ま
で

働
い
た
場
合
に
は
、
別
途
手
当

が
発
生
し
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
こ
と
を
「
超

勤
（
超
過
勤
務
）」
と
も
言
い

ま
す
。
日
勤
な
ら
始
業
８
時
30

分
前
、
終
業
17
時
15
分
以
降
は

　

新
採
用
者
・
転
入
者
を
迎
え
、

職
場
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で
は
、

勝
手
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
い
も
多

い
も
の
で
す
。
疑
問
や
問
題
は

遠
慮
せ
ず
職
場
の
先
輩
に
た
ず

ね
、
迎
え
る
側
も
積
極
的
に
声

を
か
け
、
不
安
を
解
消
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　

県
立
病
院
に
は
、
正
規
職
員

の
約
７
割
（
医
師
を
除
く
）
が

加
入
す
る
「
労
働
組
合
」
が
あ

り
ま
す
。
正
式
名
称
は
「
岩
手

県
医
療
局
労
働
組
合
（
略
称
＝

県
医
労
）」。
看
護
は
も
ち
ろ
ん

医
療
技
術
や
事
務
、
栄
養
管
理

な
ど
、
職
員
で
あ
れ
ば
臨
時
職

員
や
パ
ー
ト
職
員
で
あ
っ
て
も

加
入
で
き
ま
す
。

　

県
医
労
で
は
、
労
働
条
件
の

改
善
と
労
働
者
の
生
活
向
上
を

追
求
し
、
組
合
員
と
そ
の
家
族

の
福
利
厚
生
も
行
っ
て
い
ま

す
。
権
利
な
ど
様
々
な
学
習
活

動
、
旅
行
や
食
事
会
な
ど
の
文

化
活
動
も
あ
り
、
青
年
部
（
30

歳
ま
で
の
組
合
員
）
で
は
季
節

に
応
じ
、キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
労
働

組
合
に
加
入
し
、
一
緒
に
学
び

親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
は
時
間
が
か

か
る
も
の
。
仕
事
の
手
順
や
物

品
の
場
所
を
覚
え
る
だ
け
で
精

一
杯
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

帰
宅
時
刻
に
な
っ
て
も
仕
事
が

も
ち
ろ
ん
、
昼
休
憩
（
60
分
）

に
休
め
な
い
分
も
全
て「
超
勤
」

で
す
。「
働
い
た
分
は
請
求
す

る
」の
は
当
然
で
、新
人
で
あ
っ

て
も
法
律
で
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
れ
な
く
き
ち
ん
と
請

求
し
ま
し
ょ
う
。

　「年次有給休暇」は、個人が自由に取得

できる休暇です。病気休暇などとは違い、

取得に特別な理由は一切不要。行事や予定

が特になくても、休みたい時に請求できま

す。個人の「権利」であり、病院長や職場

上司から「もらう」ものではありません。「年

次はあげられない」などと平気で言う職場

管理者がたまにいますが、それは大きな間

違いであり権利侵害です。

　交代制職場では、勤務表作成時に「休み

希望」として、他職員と事前調整していま

すが、あくまでも年次取得の正式ルールは

「有給休暇処理簿」に記入し提出すること。

使用者側には、休暇を別の日に変更させる

権限（時季変更権）がありますが、あくまで

も「病院の事業運営に著しい支障がある」

などの、特別な場合に限定されています。

労
働
組
合
っ
て
何
？

定
時
に
帰
ろ
う
　
　
　

　「
超
勤
」は
請
求
し
よ
う

よ
う
こ
そ
県
病
へ

～新採用でも労働者～

年次休暇は
個人の「権利」
　　　　　です。
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　３月１１日もりおか歴史
文化館広場にて、「祈りの
灯火2016」が開催されま
した。
　東日本大震災から５年、足を止めて
手作りの灯籠に手を合わせる姿が多く
見られました。

　

３
月
12
日
、「
東
日
本
大
震

災
津
波
５
年
の
つ
ど
い
」
が
宮

古
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

東
京
を
含
む
県
内
外
か
ら
約

２
０
０
名
、
県
医
労
か
ら
２
支

部
・
本
部
７
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
県
立
宮

古
水
産
高
校
太
鼓
部
の
溌
ら
つ

と
し
た
「
宮
水
太
鼓
」
が
会
場

を
盛
り
上
げ
、
記
念
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら

５
年
～
現
状
と
課
題
」
と
題
し

た
記
念
講
演
で
、
岩
手
大
学
名

誉
教
授
、
県
復
興
委
員
会
・
総

合
企
画
専
門
委
員
会
委
員
長
の

齋
藤
徳
美
氏
は
、
明
治
・
昭

和
で
二
度
大
津
波
を
経
験
し
、

様
々
な
対
策
が
と
ら
れ
な
が
ら

な
ぜ
６
千
名
の
犠
牲
者
を
出
し

た
の
か
、
震
災
５
年
目
で
改
め

て
検
証
す
る
こ
と
の
意
義
を
強

調
し
ま
し
た
。
岩
手
県
復
興
計

画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
生
業

（
な
り
わ
い
）
と
安
全
の
２
つ

を
基
本
に
す
え
た
と
話
さ
れ
、

沿
岸
で
は
漁
港
・
水
産
加
工
が

要
で
あ
り
生
業
無
く
し
て
人
は

集
わ
ず
、
人
が
集
わ
な
け
れ
ば

街
は
な
り
た
た
ず
、
堤
防
も
病

院
も
学
校
も
不
要
に
な
る
と
の

認
識
を
示
し
ま
し
た
。
三
陸
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
く
か
に
つ

い
て
は
、「
１
万
人
の
人
口
減

を
無
理
に
と
ど
め
る
策
よ
り
、

減
少
し
た
５
千
人
の
町
民
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
町
を
め
ざ
す
」

発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
指
摘
。
自
然
を
、
ヒ
ト
を

理
解
し
、今
の
時
代
を
生
き
て
、

未
来
社
会
を
ど
の
よ
う
に
選
択

す
る
の
か
、
私
た
ち
に
は
「
未

来
責
任
」
が
あ
る
と
結
び
ま
し

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
元
大

船
渡
支
部
長
で
陸
前
高
田
市
議

の
大
坪
涼
子
さ
ん
が
、
避
難
所

生
活
か
ら
仮
設
団
地
へ
、
そ
し

て
集
団
移
転
に
向
け
た
交
渉
な

ど
自
分
た
ち
で
行
動
し
て
き
た

教
訓
を
紹
介
。
宮
古
市
観
光
協

会
代
表
と
住
民
組
織
・
自
治
組

織
代
表
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
課
題
を
話
し
ま
し
た
。

東日本大震災津波５年のつどい in 宮古

三陸では遡上高30mクラスは110年に三度

「避難のみが生
い の ち

命を守る」

祈りの灯火
2016

　３月５日〜６日、釜石市「陸中海岸グランドホテ
ル」で開催された医労連共済・組織拡大担当者会議
終了後、釜石・大槌の被災地見学バスツアーが行わ
れ、16名が参加しました。地元ボランティアガイ
ドの説明を受けながら、県立大槌病院の建設現場の
視察のほか、避難道路などを見学しました。

釜石・大槌被災地と大槌病院建設現場見学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
か
ら
震
災
当
時
の

状
況
を
聞
く
参
加
者
た
ち（
釜
石
港
高
台
）
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　３月８日～９日、16年春・夜勤改善・大

幅増員、戦争法廃止、社会保障の改悪阻

止！日本医労連「３・８～９対政府中央行

動」が衆議院第一議員会館大会議室で行わ

れ、全国から251名が参加しました。意思

統一集会後は国会前で、「いのち・暮らし・

医療が守られる社会をつくろう」「住民の

声にもとづく震災・原発被害からの早期復

興を」などの思いを白衣でアピールしまし

た。650名の議員要請で賛成議員は82名

になりました。

戦争は絶対ダメ！戦争法廃止
３・３ひな祭りレッドパレード

　３月３日、戦争法廃止を訴える、レッドパレー
ド・昼デモが行われました。肌寒い中、赤いも
のを身につけた女性たちや、お雛様とおだいり
さまに扮して参加した人たちが「戦争は絶対ダ
メ」「安倍政権退陣」と大きな声でシュプレヒコー

ルをあげてパレード
をしました。

「
地
域
医
療
構
想
」不
採
算
理
由
の
ベ
ッ
ド
削
減
許
さ
れ
な
い
！

自
治
体
病
院
全
国
交
流
集
会 

in 

豊
橋
　

い
い
加
減
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
解
明
。「
自
治
体
病
院
の
役

割
は
、
へ
き
地
や
離
島
な
ど
の

採
算
が
合
わ
な
い
医
療
を
担
う

も
の
で
、
不
採
算
を
理
由
に
な

く
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
地

域
住
民
と
と
も
に
地
域
医
療
を

守
る
た
た
か
い
を
広
げ
て
ほ
し

い
」
と
、
訴
え
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
の
中
で
、「
岩
手

に
お
け
る
被
災
地
と
地
域
医
療

の
現
状
」
に
つ
い
て
、
内
藤
鈴

子
県
医
労
書
記
次
長
が
報
告
し

ま
し
た
。
被
災
地
で
は
、
震
災

か
ら
５
年
が
経
過
し
た
今
も
５

割
の
人
が
仮
設
住
宅
で
生
活
し
、

そ
の
中
で
体
調
不
良
を
訴
え
る

住
民
も
多
く
い
る
こ
と
、
ま
た

内
陸
へ
の
人
口
流
出
の
問
題
な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
無

床
化
さ
れ
た
６
診
療
地
域
で
取

　

２
月
27
日
～
28
日
、
日
本
医

労
連
自
治
体
・
公
立
病
院
全
国

交
流
集
会
が
17
県
69
名
（
県
医

労
２
名
）
の
参
加
で
ロ
ジ
ワ
ー

ル
ホ
テ
ル
豊
橋
（
愛
知
県
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
「
地
域
医
療
構

想
の
課
題
と
自
治
体
病
院
労

組
」
と
題
し
て
、
東
北
福
祉
大

学
講
師
の
佐
藤
英
仁
氏
が
講
演

し
ま
し
た
。
佐
藤
氏
は
、
地
域

医
療
の
そ
も
そ
も
論
か
ら
、
政

府
が
示
す
「
必
要
病
床
数
」
の

前
提
と
な
っ
て
い
る
数
字
そ
の

も
の
が
実
態
を
反
映
し
な
い
、

り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
報
告
。
今
後
も
引
き
続
き

地
域
住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

医
療
を
守
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
く
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
地
域
医
療
と
看
護
の

分
科
会
に
わ
か
れ
て
、
交
流
し

ま
し
た
。

発表する○○書記次長

私たちの運動で　
　政治をかえよう！
春闘中央行動・政府交渉
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女
性
が
輝
く
社
会
に
　

　
　
国
際
女
性
デ
ー
岩
手
県
集
会
開
催

開
催
さ
れ
、
盛
岡
市
内
を
中
心

に
49
名
が
参
加
、
県
医
労
か
ら

は
中
央
支
部
・
本
部
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
い
わ
て
労
連
の

金
野
耕
治
議
長
が
「
安
倍
さ
ん

流
で
、
女
性
が
輝
け

ま
す
か
？
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
「
女
性
活
躍

推
進
法
」
で
、
本
当

に
女
性
が
輝
く
社
会

に
な
る
の
か
を
解

説
。「
一
億
総
活
躍
」

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
確
保
」

と
声
高
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
安
倍
首
相
。
そ

の
裏
で
す
す
め
ら
れ

る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

　

３
月
８
日
、「
廃
止
し
よ
う
！

戦
争
法　

取
り
戻
そ
う
！
立
憲

主
義
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か

げ
、
国
際
女
性
デ
ー
が
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
集
会
は
県
民
会
館
で

ム
制
度
の
拡
充
や
残
業
代
ゼ
ロ

制
度
導
入
な
ど
で
、
長
時
間
労

働
、
貧
困
が
さ
ら
に
広
が
り
か

ね
な
い
と
話
し
ま
し
た
。い
ま
、

戦
争
法
廃
止
の
運
動
の
み
な
ら

ず
、
５
野
党
共
闘
が
広
が
っ
て

お
り
、
女
性
だ
け
で
は
な
く
男

性
も
一
緒
に
声
を
あ
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
び
ま

し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
で
は
、

盛
岡
医
療
生
協
が
「
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
制
度
」
の
運
動
に

つ
い
て
、
年
金
者
組
合
か
ら
は

年
金
削
減
問
題
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確

認
、
日
本
政
府
に
対
す
る
決
議

を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

フロア発言＝年金者組合の柳原小百合さん

講演する金野耕治いわて労連議長（県民会館）

　３月６日、盛岡市のプラザおでってで、第63回
日本母親大会岩手開催（2017年）を成功させる「北
海道・東北ブロック学習交流会」が開催されました。
　北海道・東北５県から19名、県内から80名、全
体で約100名が参加し、交流しました。
　うたごえデュオ「パートタイム」のオープニング
のあと、岩手の母親運動の歴史と意義を牛山靖夫さ
ん（社会運動研究者・国賠同盟岩手県本部会長）が講
演しました。東北の貧しい農村から始まった岩手の
母親運動の困難さを感じさせない明るい話し方に、
会場は笑いに包まれ、「岩手の母親運動の歴史がと
てもよくわかり、感動した」との感想が寄せられま
した。また、日本母親大会事務
局長の小松久子さんが、来年
の日本母親大会岩手開催の準
備などについて詳しく説明しま
した。
　その後、各団体、地域から
発言があり、来年の岩手大会
成功に向けて、北海道・東北
がひとつになった集会でした。

日本母親大会事務局長の
小松久子さん

日本母親大会岩手開催の成功を

北海道・東北がひとつに
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２
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）、

岩
手
医
労
連
青
年
部
の
ウ
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
in
西
和
賀
が
銀
河

高
原
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
楽

し
く
学
習
し
、交
流
し
ま
し
た
。

県
医
労
か
ら
３
支
部
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
毎
に
新
聞
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
な
ど
を
使
い
な
が

ら
、
生
計
費
（
生
活
す
る
の
に

必
要
な
金
額
）
を
試
算
し
、
生

活
賃
金
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
示

す
「
不
足
す
る
賃
金
４
万
円
」

に
納
得
。
私
た
ち
が
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
す

る
た
め
の
、
賃
金
の
保
障
、
賃

上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
で
は
、

全
国
で
取
り
組
み
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る

「
９
条
に
カ
ン
パ
イ
」（
全

国
同
じ
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
写
真
撮
影
／
表

紙
写
真
）
で
平
和
の
大

切
さ
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
深
澤
晟
雄
資
料

館
を
見
学
。
全
国
に
先
駆
け
て

乳
児
死
亡
ゼ
ロ
を
達
成
し
、
老

人
の
医
療
費
を
無
料
に
し
た
深

澤
村
長
の
「
生
命
尊
重
行
政
」

の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
８
月
末
に
は
、
宮
城
県

鳴
子
温
泉
で
「
み
ち
の
く
ア
ク

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
ん

な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

生命尊重行政の歴史を学ぶ

生命尊重行政の歴史を学ぶ村長時代に使われていた執務机

　中央支部女性部では、２回にわたりホテルニューウィング
でテーブルマナー＆学習会（女性の身体と正循環シフト、母
親大会の歴史）を行い、24人が交流しました。
　南光支部女性部では、やまなか家を会場に食事会と女性の
身体と正循環シフトを学習し、13名（子ども９名）が賑やかに
お肉でスタミナアップをはかりました。
　宮古支部では、仙台うみの杜水族館・三井アウトレットパー
ク仙台港へ。10名が参加し楽しい時間を過ごしました。

西和賀で学んだ
生命の尊さ

西和賀で学んだ
生命の尊さ

岩手医労連青年部ウインターアクト

楽しく　
　学ぶ！
支部旅行・
テーブルマナー＆学習会☆中央支部☆

☆南光支部☆

☆宮古支部☆
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こ
の
間
の
女
性
労
働
学
校
で

の
太
田
宣
承
さ
ん
の
講
話
を
聞

き
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
在

り
方
を
否
定
せ
ず
、
受
け
止
め

な
が
ら
支
え
る
考
え
に
共
感
し

ま
し
た
。「
こ
う
い
う
方
が
上

司
に
い
る
施
設
は
忙
し
い
中
に

も
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
だ

ろ
う
な
ぁ
」
と
う
ら
や
ま
し
く

な
り
ま
し
た
。

中
央
支
部
　
阿
修
羅

　

　

　

震
災
か
ら
５
年
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
。
あ
の
当
時
、
全
て

を
失
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
立

ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
被
災

者
が
「
前
を
向
い
て
歩
き
た
い

け
ど
、
前
っ
て
ど
っ
ち
？
」
と

言
っ
た
言
葉
が
今
で
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

東
和
支
部
　
フ
ラ
ガ
ー
ル

　

　

　

３
月
と
い
え
ば
、
卒
業
・
別

れ
…
（
涙
）。
一
緒
に
仕
事
を

し
て
き
た
仲
間
が
居
な
く
な
る

の
は
淋
し
い
も
の
で
す
。
思
い

２
月
号
パ
ズ
ル

２
月
号
パ
ズ
ル

　

新
春
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が
い

は
７
つ
」
に
は
25
名
の
応
募

が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で
し

た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

▪
２
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

は
る
、
緑
川
ケ
イ
子（
以

上
、
一
戸
支
部
）、
す
い
と

う（
中
央
支
部
）、
継
続
は

力
、
遠
野
の
カ
ッ
パ（
以
上
、

遠
野
支
部
）、
ふ
き
の
と
う
、

ベ
ガ
、
ジ
ェ
ラ
男（
以
上
、

磐
井
支
部
）、
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
、
す
ね
毛（
南
光
支
部
）

出
い
っ
ぱ
い
の
日
々
を
忘
れ
ず

に
残
り
少
な
い
生
活
を
送
り
た

い
で
す
。

大
東
支
部
　
別
れ
の
季
節

　

　

　

少
し
ず
つ
春
ら
し
く
、
あ

た
た
か
く
な
っ
て
き
て
嬉
し

い
で
す
。

大
船
渡
支
部
　
は
な
ち
ゃ
ん

　

　

　

自
分
が
今
の
政
治
の
中
で
生

き
て
い
て
も
、
た
ぶ
ん
、
の
た

れ
死
ぬ
こ
と
は
無
い
と
思
い
ま

す
が
、
確
実
に
良
い
未
来
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
活
弱
者
を
切
り
捨
て
る
よ
う

な
政
策
、
医
療
や
介
護
に
つ
い

て
は
、
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
と

言
い
、
国
防
費
を
高
め
、
大
企

業
や
米
国
い
い
な
り
の
よ
う
な

今
の
日
本
で
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

南
光
支
部
　
か
え
る
の
う
た

　

４
月
１
日
、
女

性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
法
律

「
女
性
活
躍
推
進

法
」
が
、
10
年
間

の
時
限
立
法
と
し

て
施
行
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
常
時
雇

用
す
る
労
働
者
の
数
が
３
０
１

人
以
上
の
事
業
主
に
対
し
て

義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、

３
０
０
人
以
下
で
は
、
努
力
義

務
に
な
る
と
い
う
も
の
▼『
一
億

総
活
躍
へ
の
挑
戦
』
と
し
て

「
多
様
な
働
き
方
改
革
」「
介
護

離
職
ゼ
ロ
」「
希
望
出
生
率
一･

八
」
等
、
耳
触
り
の
良
い
言
葉

ば
か
り
を
、
並
べ
た
て
た
安
倍

首
相
の
施
政
方
針
演
説
は
、
現

状
で
は
到
底
実
現
で
き
る
も
の

と
は
思
え
な
い
▼
「
希
望
出
生

率
一･

八
」
と
は
い
っ
た
い
誰

の
希
望
な
の
か
。
所
得
の
低
い

若
者
た
ち
は
「
結
婚
も
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
も
、
自

分
た
ち
に
は
出
来
な
い
こ
と
、

望
ん
で
は
い
け
な
い
こ
と
と
し

て
受
け
止
め
て
い
る
」
と
の
報

告
ま
で
あ
る
▼
先
頃
ネ
ッ
ト
を

騒
が
せ
た
「
保
育
園
落
ち
た
日

本
死
ね
」
は
、「
待
機
児
童
ゼ

ロ
」
を
う
た
っ
て
い
る
政
府
が
、

い
か
に
子
育
て
に
関
す
る
問
題

を
、
長
年
に
わ
た
り
放
置
し
て

き
た
か
が
伺
え
る
。「
本
当
に

起
こ
っ
て
い
る
か
（
匿
名
な
の

で
）
確
認
し
よ
う
が
な
い｣

と

し
た
安
倍
首
相
の
答
弁
は
更
に

怒
り
を
か
い
、「
保
育
園
落
ち

た
の
は
私
だ
」
と
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
ち
、
国
会
前
集
会
や
デ
モ

な
ど
の
行
動
へ
と
発
展
し
て
い

る
。
安
倍
首
相
の
掲
げ
る
言
葉

と
は
逆
に
、
今
の
日
本
の
実
態

は
、
貧
困
と
格
差
が
広
が
り
、

賃
金
の
低
下
と
支
出
の
低
迷
、

長
時
間
労
働
と
パ
ワ
ハ
ラ
、
メ

ン
タ
ル
不
全
が
横
行
し
て
い
る

▼
今
こ
そ
、
女
性
が
輝
く
た
め

に
行
動
し
な
け
れ
ば
、
声
に
出

さ
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
ら
な

い
。
子
ど
も
、
孫
を
連
れ
て
選

挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
！�

（
ち
）
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て
、
友
人
を
大
切
に
す
る
。
労
働

組
合
も
い
つ
も
闘
い
で
は
な
く
、

遊
ぶ
場
が
な
い
と
壊
れ
て
し
ま
う

の
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
活
動

を
。
少
し
前
に
自
分
が
「
辞
め
た

い
」
と
思
っ
た
と
き
、
一
年
先
輩
が

「
定
年
ま
で
頑
張
れ
」
と
言
っ
て
く

れ
た
。
そ
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
頑
張
れ
た
と
思
う
。

　

ま
ず
は
、
家
や
庭
の
手
入
れ
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

二
戸
市
消
防
団
や
防
災
士
活
動
で

「
北
の
砦
」
と
な
り
地
域
の
生
命
と

財
産
を
守
り
た
い
。
看
護
師
の
仕

事
と
や
る
こ
と
は
違
う
が
「
地
域

の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
は
変
わ

ら
な
い
。
同
じ
だ
と
思
う
。

さ
ん
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
『
県

立
病
院
を
真
に
県
民
医
療
を
守
る
”

医
療
・
保
健
セ
ン
タ
ー
”
と
し
て

発
展
さ
せ
る
た
め
の
10
万
人
署
名
』

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
県
内
を
回
り
、

地
域
住
民
の
応
援
、
励
ま
し
を
受

け
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

働
き
始
め
た
頃
と
精
神
科
の
患

者
の
病
状
が
、
年
々
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
幼
い
時
か
ら
の“
育
て
方
”

に
問
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
て
、

ま
す
ま
す
精
神
科
の
看
護
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
夜
勤
労
働
者
は
寿
命
が
十
年

縮
ま
る
と
言
う
が
、
う
ま
く
心
と

身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
働
く
こ

と
が
、
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

礼
節
を
重
ん
じ
て
、
き
ち
ん
と

挨
拶
を
す
る
、
仕
事
も
一
生
懸
命

す
る
。
何
か
趣
味
を
持
つ
。
そ
し

　

高
校
卒
業
時
、
測
量
を
学
ぶ
為

に
進
学
を
考
え
た
が
、
学
校
が
仙

台
に
あ
り
、
近
く
に
い
て
ほ
し
か
っ

た
父
親
が
勧
め
る
一
戸
准
看
へ
の
進

学
を
、
素
直
に
受
け
入
れ
た
。

　

働
き
始
め
て
三
日
目
、
そ
の
当

時
支
部
長
を
し
て
い
た
ボ
イ
ラ
ー

技
士
に
、
ボ
イ
ラ
ー
室
に
呼
び
出

さ
れ
「
こ
こ
で
働
く
ん
だ
っ
た
ら

入
れ
！
」
と
加
入
を
勧
め
ら
れ
、「
面

倒
み
て
く
だ
さ
い
」
と
即
加
入
し

た
。
組
合
活
動
の
思
い
出
は
た
く

退職者インタビュー

○ ○  　○ さん

（一戸支部）

　○○さんは、県立北陽病院の前身である県立
二戸療養所が初任地で、北陽病院、一戸病院で
勤務され、今年定年退職となります。北陽病院
在籍中の1985年から５年間、本部専従を経験
し、機関紙作りにも奮闘。機関紙セミナーの講
師を務めました。これまでの組合活動やこれか
らについてお聞きしました。

看
護
師
に
　
　
　
　

 

　
な
っ
た
き
っ
か
け

加
入
の
き
っ
か
け
と
　

　
組
合
活
動
の
思
い
出

礼
節
を
重
ん
じ
た
活
動
を

退
職
後
の
予
定

生
命
・
財
産
を
守
る
「
北
の
砦
」
に

こ
れ
か
ら
も
地
域
で

消防半纏姿の○○さん

○○家の愛猫たち



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

４
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

４月の予定
２日（土）	 いのちと健康を守る岩手県センター全県

	 代表者会議・学習会（アイーナ）

３日（日）	 止めよう消費税10％！4.3岩手県民集会（県公会堂）

15日（金）		 看護部会（県民会館）

16日（土）～ 17日（日）

	 退職者をねぎらう集い（たざわこ芸術村）

22日（金）		 県医労拡大支部長会議

23日（土）～ 24日（日）	

	 日本医労連2016年役員セミナー（花巻温泉ホテル千秋閣）

23日（土）～ 25日（月）

	 日本医労連辺野古連帯ツアー

５月の予定
１日（日）	 第87回メーデー

３日（祝・火）	 憲法記念日のつどい（プラザおでって）

14日（土）	 2016ナースウェーブ集会（県公会堂）

18日（水）	 県医労支部長会議

看護は平和から！！

5月14日㈯13：00～16：00
盛岡市「岩手県公会堂」

20162016ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会

♥ 特別講演「憲法ってなんだろう？
　　　　 ～いのち・平和を守るために今憲法を考える～」
　　　　講師　上 山 信 一 弁護士（綾部法律事務所）

♥ リレートーク
♥ 白衣のパレード


